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＜知識・技能＞
・英語を用いて、主体的にコミュニケーションをとるこ
との大切さを理解させること。

＜知識・技能＞
・児童が学習の中で慣れ親しんできた英語を使
い、ALTや学級担任、友達など様々な相手とコ
ミュニケーションを図ることの楽しさを実際に体験
させる。

＜思考・判断・表現＞
・実社会や実生活の中から問いを見出し、自分で課
題を見付けたり、情報の収集・整理・分析をしたりし
て、自分の考えをまとめ、表現させること。

＜思考・判断・表現＞
・学校図書館を活用し、本、インターネット、インタ
ビュー等の情報収集の仕方に触れる機会を増や
す。
・クイズ、スピーチ、報告文などの表現方法を使っ
てまとめる経験を積み重ねる。

＜思考力・判断力・表現力＞
・自己の課題を見つけ、その課題を解決するための活動を
工夫するとともに考えたことを友だちに伝えるさせること。
＜技能＞
・発達段階に応じた技能を身に付けさせること。

・自己の課題を見付け、技能を高めるための場を多く用意し、
自分に合った場を選べるように指導を行う。
・考えたことを友達に伝えられる児童を増やすために、友達
の様子を真似したり、友達にアドバイスをしたりする機会を設
ける。
・基本的な動きや技能を身に付けるために、各種の運動の楽
しさや喜びに触れる機会を増やす。例えば、授業の初めに
サーキットトレーニングを取り入れる。

・位取り表、テープ図、数直線などを用いて、視覚的に数の概
念をつかめるようにする。
・2位数の基本的な計算技能を習得させ、3位数4位数の加減
法に適用できるようにする。
・自力解決した結果を交流する場面を増やし、表現する手だ
てをより多くもって活用できるようにする。

・児童が問題意識をもち、主体的に考え、話し合える
ようにすること。

・教材を提示する際に、教師による読み聞かせだけで
なく、紙芝居の形で提示したり、劇のように提示したり、
音楽や映像の効果を生かしたりする工夫を行う。
・思考の流れや順序を示すような順接的な板書だけで
なく、対比的、構造的に示したり、中心部分を浮き立た
せたりするなどの板書の工夫を行う。

〈知識・技能〉
・タンギング、運指など、リコーダー演奏の基礎的な
技能を身に付けさせること。

・リコーダーはタンギング、ブレスコントロールが
出来るように段階的に指導する。
・家庭学習で練習させ、技能を高める時間を確保
する。

〈思考・判断・表現〉
・自分の表現したいイメージをもち、色や形にこだわりをもって学習
に取り組ませること。
〈知識・技能〉
・集中して一つ一つの活動に丁寧に取り組ませること。
〈主体的に学習に取り組む態度〉
・自分の表現を大切にして作り出すことに喜びを感じさせること。
･失敗を恐れず、試行錯誤しながら作品をよりよく改善させること。

・活動に取り組む前にアイデアシートを使って、落ち着いて表
現したいことを考えられる時間を設ける。
・机間指導で作品を褒めることで子供たちに自信をもたせる。
・はさみの使い方、色の塗り方など、丁寧にできているか友達
と確認し合う機会を設ける。
・作品を遠くから眺める習慣をつけて、作品の改善点に自分
で気付けるようにする。

＜知識・技能＞
・漢字の読み書きや言語についての知識・理解を定着させ
ること。
＜思考・判断・表現＞
・目的を考えて、中心となる語や文を見付けさせること。

＜知識・理解＞
・新出漢字を全体の一斉指導で確認し、家庭学習や小テスト
を活用して定着状況を把握する。また、ノート指導や作文など
を通して、日常的に漢字を使用する機会を増やす。
・言語についての知識・理解を定着させるために、国語辞典
を繰り返し使用させ、語彙を増やす活動を行う。
＜思考・判断・表現＞
・教材文を中心に、目的を意識して読む機会を増やす。

＜思考・判断・表現＞
・理科の学習の仕方を身に付けられるようにするこ
と。
・差異点や共通点から問題を見出させること。

＜思考・判断・表現＞
・体験的な活動を多く取り入れるとともに、問題解決の
過程の中で「理科の見方・考え方」を働かせ、問題を追
及していくことを繰り返し、理科の学習の基礎を身に付
けることができるように指導する。
・比較して考えやすいように、共通点や差異点を分かり
やすく板書する。

＜思考・判断・表現＞
・資料から必要な情報を読み取り、地域の特色を捉えさせ
ること。
＜知識・理解＞
・主な地図記号や八方位についての知識を身に付けられる
ようにすること。

＜思考・判断・表現＞
・学校図書館を活用し、見学・調査したり、地図などの
資料で調べたりしてまとめることを繰り返し指導する。
＜知識・理解＞
・地図帳を使って、自分たちの市の位置を調べたり、白
地図にまとめたりする際に必要となる方位や主な地図
記号について理解できるようにする。

<知識・技能>
・数の表し方、整数の計算の意味と性質を理解し、計算さ
せること。
<思考力・判断力・表現力>
・具体物や図などを用いて数の表し方や計算の方を説明さ
せること。
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